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１．研究計画の概要 
 本研究は、米国内における日本語蔵書の形
成、及びその変化について歴史的に解明する
ことを目的とする。また、それとあわせて、
蔵書形成、変化の歴史を明らかにする資料の
収集、整備、保存と公開、共有を促進する。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究、調査活動は順調に成果をあげ、そ
の公開を進めている。米国内の日本語蔵書の
形成、変化については、広範な資料収集をす
すめ、その成果をすでに著書として刊行した。
これによって米国内の日本語蔵書の構築が
通史的に明らかになり、その調査、研究の意
義、成果が広く知られることとなった。それ
にともない、歴史学、文学、図書館学といっ
た多様な分野の研究者との連携、交流が始ま
り、それら研究者との連携や関係学会での報
告を行っている。そしてその成果をさらに論
文として積極的に公開をすすめてきた。 
 米国内での更なる調査も進め、日米間の書
籍交流史に大きな役割を果たしたタトル出
版の史料をはじめ、多くの史料を追加収集し
ている。同時に、米国へと日本語図書を送り
出した側、すなわち日本国内における学術機
関や出版社、取次についての資料収集も並行
して進めており、それらを新たな著書にまと
めるべく整理を行っている状況である。 
 こうした書籍の流通や蔵書史から読み、書
く能力の歴史を問う領域として、新たに「リ
テラシー史」という領域を掲げ、研究会の開
催、会誌の発行を行ってきており、日米間の
みならず、国内の書籍流通や読書研究といっ
た広がりをもった活動へと研究を展開し、本
研究を維持、発展させるための場を積極的に

構築してきている。 
 あわせて、海外における未整理の日本語蔵
書の目録化や、蔵書史にかかわる資料目録な
ど、各種目録データの作成や公開にも協力し、
成果をあげている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 研究の目標は極めて順調に達成されつつ
ある。本研究は、これまでほとんど研究がな
されてこなかった領域であり、調査を進める
ばかりではなく、その意義や成果を広く訴え
かけてゆく必要がある。積極的に成果の公開
に努めた結果、様々な分野から研究報告や論
文の依頼を受け、これらの活動を通して、研
究成果や目的を広く発信することが可能と
なったことが研究を進める大きな力となっ
ていった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今回の研究は、すでに一冊の書物にまとめ
られてはいるが、まだ公開してゆきたい資料
や事象が多々ある。 
 特に、米国における日本語蔵書史は、同時
に、書物の国際流通史、戦争や経済的な事象
の中での歴史的な運動として展開してきた
ことが明らかになってきた。 
 こうした角度から、もう一冊の著書として
成果をまとめるべく、収集した資料の整理、
公開を進めていく必要がある。 
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